
討 論 (5)

害 ■虫 と ネ ズ ミ の 問 題 に つ い て

座 長 :石 倉 秀 次 (農林省)

河田(農技研):望月氏は毒銅として結局何をすすめ

ているのか｡

川瀬(石川農試):報告の中では名をふせているがワ

ルファリン系のものをすすめているのではないか (壁

月氏はマラヤ派遣中)｡

国井(農事試):望月氏は現在,ネズ ミの種類と生態

との問題に従事 していて,毒銅の普及にまではまだ手

が回 らないようだった｡

伊藤(農技研):ヤソチブス菌は効果ないか｡

川瀬 :わが国でも現在は使用 していないが,マラヤ

でもヤソチブス菌,ホ リドール,有機 リン剤の使用に

はむずか しい制約がある｡

河田 :マラヤのネズ ミの主体は Rattusで,ヤソチ

ブス菌はこれには効果がない｡

伊藤 :マラヤ産種籾または玄米を輸入する場合に線

虫の侵入する可能性はあるか｡また植物防疫所が指定

しているウスプルン消毒で可能なのか｡

国井 :イネネモブリセンチュウを調査 したが,心枯

れや Ufraなどがあるとすると,籾は消毒する必要が

ある｡

座長 :防疫所でも検討中である｡

河田 :IRRIには心枯れが多い由だが･･･O

田中 (IRRI):ネマ トーダによるといわれる心枯れ

がある｡

藤原(東北大):施肥によってメイ虫被害が増大する

か｡

川瀬 :NorthKrian では施肥をすすめているが,

新開拓Eqの二期作にサンカメイ虫が多か った｡台湾稲

に施肥するとヨコバイが多かった｡

座長 :Wyattの報告によると,NorthKrian地区

では生育の旺盛な稲にメイ虫被害が多かったとされて

いるが,滞在中にもそうであったか｡

湖山(東北農試):そU)とおりである(,

川瀬 :たしかに800ガンタン/エ-カール _)収量U)とこ

t｢~

ろでは,被害茎率が80%というところもあった｡

馬場(農技研):品種間に耐 メイ虫性の差はないか｡

また耐 メイ虫品種は育成できないか｡

湖山 :出穂前には差がない｡メイ虫に食いこまれて

もその被害の少ないということが必要で,そのような

品種の出現を望む｡

川瀬 :Seraup50が広 く栽培 されているのは, メ

イ虫に強いか らといわれている｡

川上(北陸農試):現状では品種育成よりも薬剤防除

を一次的に考えた方がよい｡

田中 :現在の品種の多 くについては,初期にメイ虫

にや られる方がかえってよいのではないか｡

馬場 :Malinjaはどうか｡

川上 :くわ しいデ-ターはない｡

河田 :BHCの水面施用は効果がないか｡ またメイ

虫に休眠個体はいないか｡

川瀬 :BHCの土壌施用を行なったが, 48kg/10a

で葉が赤 くなり収量が落ちた｡12kgの施用ではメイ

虫被害は少なかったが収量差は認められなかった｡ま

た 12kgですでに魚が死んだ｡これはマラヤではひど

くきらわれた｡水面施用は試験 していない｡休眠個体

については試験 してないが,ないように思 う｡

永松(九大):農薬の施用で天敵のバ ランスが崩れな

いか｡

湖山 :問題である｡とくに卵寄生蜂の寄生率の低下

が指摘されている｡土壌施用ではその影響がかなり少

ないものと期待される｡

川口 ･本岡(京大):メイ虫防除の経済性については

どうか｡

湖山 :実際問題 として,経済的にみた場合に農家が

使用するのは困難である｡

座長 :特殊な 一例として, デル ドリンの 撒布で 約

550ガンタン/ェ-カーを増収 した場合があるo差引き

111マラヤ ドルC/)利益 とな,7,.
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松島(農技研):PenyakitMerah cJ〕ある種し)もレTj

とMentek とは同一一ではないかと思 う｡ 線虫接種レ)

lrl･を三響についてiLi,その時期等についてさらに検討すr:1〕

必要はないかこ

国井 :オランダ人U)実験で･喜,線 虫によL)Mentek

がでた例もあ,7,I,接種法については検討する余地 もあ
~7
･､l

田中 :PenyakitMerahu)被害率･:-1｡ また 2つ L/j

型のどちらが多いか()黄色化するもの.'まどんな土壌条

件に_発生するのかO

高橋 (農事試):被害率 はよ くわか らないが, Pen-

yakitMerahそのものによる減収よりも, それが発

l'Fす ろ悪条件の方が問題であろう｡ 2つの型は平均 し

て発持すろ〔.土壌との関係 については よ くわからな

いっMn人という人もあろが･.･｡

梧岡(岐早大):PenyakitMerah として示 さ巧した

スライ ド正目いて,痛敏がイナズマヨコバエレ減 .;介1~/I:,

Orangeleafと称す ,?,VirusとJLしわれ ,7,0)があ J,I)

PenyakitMerah といわれ る も(/)レ)中に嵩,Virus

が誤認 されている場合がないか〔｡

岡(遺伝研):同じくスライ ド･'二よ;二と,Hojabra-

ncaの VirusによるもC/;)とよ く似ていろ｡

田中 :Virusによろものが合まれていろように思わ

∴ ■

安尾 (事業団):Zndicaの稲は シラ-ガレ病にかか

:〕やす く,PenyakitMerah との関係を明らかに丁

る必要があると思う｡

松島 ･座長 :PenyakitMerahと シラ-ガレ病 と

は,はっきり区別できる｡

高橋 :排水を よ くする ことで, PenyakitMerah

レ)発生をある程度防止できた例 もある｡
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